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三 輪 地 区
世帯数と人口
（10 月 1日現在）

世 帯 数 7,876 戸
総 人 口 15,678 人

男 7,275 人
女 8,403 人

日　時　令和 6年 1月 7日（日）　午前10時～10時 50分　　受　付　三輪地区は午前 9時 20分～
会　場　長野市芸術館メインホール
主　催　第三・第四・第五・芹田・古牧・三輪・浅川・若槻・小田切地区二十歳の門出を祝う成人式実行委員会
対象者　平成 15年 4月 2日〜平成 16年 4月 1日生まれで、市内 9地区（三輪地区ほか）に住民登録されている方
　　　　対象者には、12 月上旬に案内状と受付整理券が郵送されます。
　　　　成人式当日入場の際、受付整理券が必要となりますので、お持ちください。
次の①〜②に該当する方で、成人式出席を希望される場合は、
事前に三輪公民館窓口または電話（026-234-4430）にてお申込みください。
　　　　①三輪地区に実家があり、就学・就職等により地区外に転居されている方
　　　　②三輪地区に実家がなく、住民登録も地区外であるが、三輪地区の小学校等に通学されていた方

　長野市内 9地区（第三、第四、第五、芹田、古牧、三輪、浅川、若槻、小田切地区）の
「二十歳の門出を祝う成人式」を開催いたします。

令和5年度 市内9地区二十歳の門出を祝う成人式のお知らせ令和5年度 市内9地区二十歳の門出を祝う成人式のお知らせ

上の講座のほかに成人学校 4講座を開講しています。
①「書道」3 学期制（36 回）
②「絵画を楽しむ」3 学期制（32 回、校外学習 2 回）
③「ゆっくり ゆったり健康太極拳」3 学期制（36 回）
④「目指せ美文字！ボールペン字」2 学期制（24 回）

一般講座

子育てセミナー
三輪教養大學

家庭での食品衛生

「睡眠」と「健康」の知恵袋

簡単！きれい好印象メイク講座

運動あそび

俳句を作ってみませんか!

茶道教室

グラスサンドアートをつくろう

キッズ・ふれあい
体験活動

（三輪地区住民自治協議会共催）

三輪公民館

単発講座

三輪公民館講座等の記録生き生き ふれあい

出会い 学び合い

三輪公民館の本年度の講座の一部をご紹介します。三輪公民館の本年度の講座の一部をご紹介します。
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相ノ木東
公民館

4
年
ぶ
り
の
行
事
開
催
で

感
じ
た
地
域
の
つ
な
が
り

�

相
ノ
木
東
町
育
成
会
長
　
小
林
　
祐
子

　

よ
う
や
く
様
々
な
行
事
が
地
域
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
4

年
ぶ
り
に
相
ノ
木
東
町
公
民
館
主
催
の

「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の

く
ら
い
の
人
が
集
ま
る
の
か
想
像
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
日
は
太
鼓
の
音
が

町
外
に
も
届
い
た
よ
う
で
、
町
外
か
ら
お

越
し
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
て
盛
況
に
終

わ
り
ま
し
た
。
櫓
で
は
育
成
会
の
子
ど
も

た
ち
が
太
鼓
を
打
ち
、
櫓
の
ま
わ
り
を

参
り
を
し
、
お
寺
で
座
禅
の
体
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
新
鮮

に
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
常
日
頃
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

お
地
蔵
様
に
感
謝
で
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
行
事
開
催
の
中
で
、
快
く

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
の

存
在
が
心
強
く
、
ま
た
、
お
寺
や
神
社
な

ど
歴
史
あ
る
こ
の
町
に
新
た
な
発
見
も

あ
り
、
住
ん
で
い
る
町
に
改
め
て
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
。

上宇木
公民館

水
謡
会（
上
宇
木 

謡
曲
会
）

の
あ
ゆ
み

�

上
宇
木 

水
謡
会
代
表　

池
田
　
清
志

　

公
民
館
の
鍵

を
借
り
に
小
林

副
公
民
館
長
を

訪
れ
た
折
、
執

筆
の
要
請
を
受

け
ま
し
た
。
公

民
館
謡
曲
活
動

の
継
続
性
に
光

を
当
て
た
い
と

の
こ
と
で
し

た
。
水
謡
会
に

つ
い
て
、
ご
紹

介
い
た
し
ま

す
。

　

上
宇
木
の
謡

曲
会
は
、
昭
和

老
若
男
女
皆
で
踊
り
ま
し
た
。「
三
輪
甚

句
」「
炭
坑
節
」「
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
音
頭
」

3
曲
と
も
相
ノ
木
東
町
の
盆
踊
り
に
欠

か
せ
な
い
な
じ
み
の
あ
る
曲
で
す
。
町
の

太
鼓
の
先
生
か
ら
太
鼓
の
打
ち
方
を
事

前
に
教
わ
り
当
日
に
臨
み
ま
し
た
。
太
鼓

を
打
つ
の
が
初
め
て
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
少
し
難
し
い
リ
ズ
ム
で
し
た

が
、
曲
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
打
っ
て
い
ま

し
た
。
育
成
会
で
は
他
に
子
ど
も
向
け
の

「
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
」
や
「
く
じ
引
き
大

会
」
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
声

が
お
盆
の
夜
空
に
響
き
と
て
も
に
ぎ
や

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

8
月
下
旬
に
は
円
通
寺
に
て
、
地
蔵
盆

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
4
年
ぶ
り

に
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
祈
祷
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
近
く
を
通
っ

て
い
ま
す
が
、
改
め
て
お
地
蔵
さ
ん
に
お

51
年
に
上
宇
木
公
民
館
の
文
化
ク
ラ
ブ

の
一
つ
「
謡
曲
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
流
派
は
観
世
流
で
す
。
当
時
は

池
田
米
造
会
長
を
中
心
に
、
常
時
10
名
前

後
の
会
員
が
所
属
し
、
長
野
清
謡
会
の
植

木
次
男
先
生
と
松
本
睦
先
生
に
ご
指
導

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
の
三
輪
公
民
館
新
館
の
柿

こ
け
ら

落
と
し
で
は
、
当
ク
ラ
ブ
の
近
藤
玲
子
さ

ん
が
仕
舞
「
鶴
亀
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
、
私
が
代
表
（
講
師
兼
任
）

を
引
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
「
謡
曲
ク
ラ
ブ
」
は
、「
水

謡
会
」
と
改
名
し
、
上
宇
木
区
の
敬
老
会

や
文
芸
祭
に
出
演
し
ま
し
た
。
令
和
元
年

の
長
野
清
謡
会
連
枝
連
合
会
で
は
、「
竹

生
島
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

地
域
公
民
館
だ
よ
り

地
域
公
民
館
だ
よ
り

納涼盆踊り大会納涼盆踊り大会
子どもたちが太鼓を打ち、大活躍子どもたちが太鼓を打ち、大活躍

「地蔵盆」子どもの守り神お地蔵様に感謝 「地蔵盆」子どもの守り神お地蔵様に感謝 
子どもたちが祈祷子どもたちが祈祷

令和元年長野清謡会連枝連合会発表令和元年長野清謡会連枝連合会発表

令和 5 年 8 月水謡会稽古の皆様令和 5 年 8 月水謡会稽古の皆様
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退
職
後
は
、
未
熟
講
師
の
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
、
準
職
分
の
児
玉
久
治
先
生
に

師
事
し
、
能
楽
堂
観
能
を
重
ね
、
自
己
研

鑽
を
加
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

水
謡
会
は
会
員
の
謡
へ
の
強
い
熱
意

と
会
員
同
士
の
絆
が
継
続
の
力
と
な
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
断
続
的
な
稽
古
中
止
を

乗
り
越
え
、
47
年
の
長
き
に
亘
り
継
続
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
会
員
8
名
が
小

謡
や
「
土
蜘
蛛
」「
清
経
」
を
中
心
に
稽

古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
北
信
流
と
い
わ
れ
る
杯
（
さ
か

ず
き
）
事
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、

高
齢
化
に
伴
い
謡
曲
愛
好
家
が
激
減
し

て
お
り
ま
す
。
因
み
に
、
当
会
の
平
均
年

齢
は
83
歳
で
あ
り
、
若
い
方
の
入
会
を
強

く
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
会
流
派
観
世
流
の
団
体
「
観

世
会
」
は
日
本
全
国
能
楽
キ
ャ
ラ
バ
ン
や

観
世
能
楽
堂
の
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
た
仕
舞
・
謡
の
稽
古
な
ど
、
幅
広
い

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

下宇木
公民館

久
し
ぶ
り
の
「
子
ど
も

大
獅
子
」
の
お
練
り

�

下
宇
木
公
民
館　

中
村
　
勘
二

　

下
宇
木
地
区
で
は
昭
和
48
年
ま
で
、
秋

祭
り
に
合
わ
せ
て
21
ｍ
も
の
長
さ
の
大

獅
子
が
町
を
練
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
獅
子
頭
は
現
在
も
宇
達
神
社
内
に
鎮

座
し
て
い
ま
す
が
、
傷
み
が
ひ
ど
く
、
そ

の
ま
ま
で
は
使
用
す
る
の
は
難
し
い
状

況
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、
地
区
の
有
志
が
立
ち

上
が
り
、
宝
く
じ
の
助
成
事
業
の
交
付
を

受
け
て
、
新
た
に
獅
子
頭
を
制
作
す
る
と

と
も
に
、
幌
や
法
被
、
提
灯
な
ど
も
新
調

し
、「
子
ど
も
大
獅
子
」
と
し
て
平
成
28

年
、
実
に
43
年
ぶ
り
に
、
子
ど
も
約
30
人

を
含
む
大
勢
の
住
民
の
参
加
に
よ
り
、
復

活
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
お
練
り
が
で
き

ず
に
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
入
り
、「
下

宇
木
子
ど
も
大
獅
子
振
興
保
存
会
」
で
検

討
を
重
ね
、
今
年
の
秋
祭
り
で
、
久
し
ぶ

り
に
お
練
り
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

9
月
に
は
実
際
に
屋
台
を
組
み
立
て
、

下
宇
木
公
民
館
「
篠
笛
ク
ラ
ブ
」
の
お
囃

子
の
中
、
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
4
日
に
は
、
長
さ
15
ｍ
の
「
子
ど

も
大
獅
子
」
が
下
宇
木
地
区
を
練
り
歩
く

予
定
で
す
。

　

大
獅
子
の
頭
は
区
民
の
災
難
を
追
い

払
い
、
幸
せ
を
呼
ぶ
守
り
神
で
す
。
そ
し

て
長
～
い
幌
の
中
に
は
、
皆
を
幸
せ
に
す

る
願
い
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
子
ど
も
大
獅
子
」
に
子
ど
も
た

ち
が
中
核
と
な
っ
て
参
加
し
、
地
区
の
文

化
と
し
て
末
永
く
後
世
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

これからの講座など 開催日程

歌と健康のセミナー
（全 2 回）

※フレイル予防講座

10 月 31 日（火）13 時 30 分
11 月 7 日（火）13 時 30 分

健康講座
（全 4 回）

11 月 17 日（金）10 時
12 月 15 日（金）10 時
　1 月 19 日（金）10 時
　2 月 16 日（金）10 時

クリスマスリースづくり
（キッズ・ふれあい体験活動） 12 月 2 日（土）10 時

ステンドグラスづくり
（キッズ・ふれあい体験活動） 　2 月 3 日（土）10 時

楽しい手芸
干支の縁起物 　2 月 6 日（火）13 時

成人学校・サークル作品展
　3 月 1 日（金）〜
　3 月 3 日（日）

※諸般の事情により、中止または日程変更になる場合があります。

三輪公民館のご案内三輪公民館のご案内

屋台の組み立て屋台の組み立て

平成 28 年のお練り平成 28 年のお練り

三輪公民館の
講座情報はこちらから▶
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新着本の紹介は
こちらから

こ
ど
も
読
書
月
間

　

三
輪
公
民
館
で
は
、
11
月
1
日
（
水
）
～

11
月
30
日
（
木
）
ま
で
、「
こ
ど
も
読
書
月
間
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
新
し
い
本
に
出
合
お
う
！
お
楽

し
み
袋
」
を
行
い
ま
す
。
職
員
が
集
め
た
本

を
袋
に
入
れ
て
貸
出
し
ま
す
。
ど
ん
な
本
と

出
合
え
る
の
か
わ
く
わ
く
感
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
他
に
も
、
読
書
の
秋
に
ち
な
ん
で
、

本
や
図
書
室
に
興
味
が
わ
く
よ
う
な
企
画
展

や
、
絵
本
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
折
り
紙

教
室
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
図
書
室
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

長
野
市
甚
句
・

長
野
市
甚
句
・
音
頭
交
流
会
が

音
頭
交
流
会
が

��

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

6
月
18
日
（
日
）、
4
年
ぶ
り
に
第
19

回
長
野
市
甚
句
・
音
頭
交
流
会
が
安
茂
里

公
民
館
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
地
区
の
三
輪
甚
句
保
存
会

を
含
め
、
市
内
各
地
域
で
甚
句
や
音
頭
の

保
存
・
継
承
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

12
団
体
、
約
2
5
0
名
が
一
堂
に
会
し
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
地
域
に
伝
わ
る
郷
土
民

謡
や
舞
踊
が
約
3
時
間
半
に
わ
た
っ
て

発
表
さ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

あ
る
と
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

三
輪
甚
句
保
存
会
は
、
当
地
区
伝
統
芸

能
の
三
輪
甚
句
を
地
域
に
広
め
、
後
世
に

伝
え
る
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
こ
数
年
、
三
輪
甚

句
ま
つ
り
の
開
催
等
は
、
中
止
し
て
い
ま

　

三
輪
甚
句
保
存
会
は
会
場
が
熱
気
に

包
ま
れ
る
中
、
6
番
目
に
登
場
し
、
音
頭

が
会
場
に
響
き
渡
る
と
、
青
と
白
の
お
揃

い
の
着
物
を
着
た
会
員
が
、
息
の
合
っ
た

三
輪
甚
句
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
閉
会
式
で
は
、
三
輪
地
区
が
次

回
（
来
年
度
）
交
流
会
開
催
地
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
を
通
し
て
、
地
域
が
生

み
出
し
た
伝
統
芸
能
を
守
り
育
て
る
活

動
は
、
伝
統
文
化
の
振
興
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
世
代
間
、

地
域
間
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
形
成
に
寄
与
す
る
大
切
な
も
の
で

す
が
、
三
輪
小
学
校
で
の
甚
句
歴
史
授
業

や
甚
句
踊
り
講
習
会
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
伝
承
活
動
は
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
三
輪
甚
句
保
存
会
の
活
動

が
再
び
活
発
化
し
、
三
輪
甚
句
が
当
地
区

に
末
永
く
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

図
書
室
だ
よ
り

　

公
民
館
に
は
約
4
0
0
0
冊
の
本
が

あ
り
、
小
説
、
料
理
本
を
は
じ
め
、
絵
本

や
紙
芝
居
な
ど
種
類
は
豊
富
で
す
。
新
刊

本
も
配
本
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

・ 

利 

用 

時 

間
：
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
休
み
）

　
　
　
　
　

      

8
時
30
分
～
17
時

・
貸　
　
　
出
：
一
人
5
冊

　
　
　
　
　
　
　
（
貸
出
期
間
は
２
週
間
）

・
リ
ク
エ
ス
ト
：
1
回
に
つ
き
3
冊
ま
で

（
南
部
図
書
館
休
館
に
伴
い
、
令
和
5
年
11
月
～

令
和
6
年
3
月
ま
で
、
受
付
は
停
止
し
ま
す
。）

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
、
本
人
確
認
書

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
免
許
証
、

学
生
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

会場は大勢の方で熱気を帯びていました会場は大勢の方で熱気を帯びていました

三輪甚句保存会の皆さんが三輪甚句踊りを披露三輪甚句保存会の皆さんが三輪甚句踊りを披露


